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計算の途中経過も含めて丁寧に綺麗に書くこと．答えのみの答案や書き散らしたような答案は採点しない．

関数F(x)の導関数F’(x)が関数f(x)に等しいとき、すなわち、
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のとき、F(x)をf(x)の原始関数または不定積分という．１つの関数f(x)の不定積分は数多くある．F(x)とG(x)をf(x)の不定積分とすれば、
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ゆえに、
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導関数が０に等しい関数は定数に限るから、この定数をCで表せば、
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したがって、不定積分を積分記号を使って表すと、
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問１　次の関数を積分せよ

 (各10点)
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問2　次の関数を積分せよ

 (各20点)
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